
（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 市立病院事務局

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」で「地域完結型医療の実現のための連携事業」の一環として「地域医療
連携システム」の構築についての、部会が発足。
その後、「枚方地域医療連携ネットワーク協議会」を発足、平成２８年３月に「ひらかた地域医療連携ネットワーク」
の運用を開始しました。

地域医療連携システム構築事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

８　安心して適切な医療が受けられるまち

事業概要
（目的・内容等）

市内の公的病院をはじめ、地域の病院・診療所の医療連携を強化するため、病院・診療所間の患者情報や診
療情報の共有化に向けて、インターネット環境を利用した医療情報ネットワーク「地域医療連携システム」を構築
する。

医事課事業名 63

市
長
公
約
と
の
関
係

平成２８年８月理事会時点で　情報開示施設　２施設　参照可能施設２１施設　参照可能患者数　７１人
平成２９年３月理事会時点で　情報開示施設　４施設　参照可能施設３１施設　参照可能患者数　２０２人
継続して、参照施設・参照可能患者数（同意患者）の拡大を目指す。

所信表明

「地域医療連携システム」を運用し、市立ひらかた病院を含む病院・診療所の間で、患者情報や診療情報の共有
化する。
参照可能施設と参照可能患者数の拡大の為、開示できる情報を拡大する。

・「地域医療連携システム」を運用し、市立ひらかた病院を含む病院・診療所の間で、患者情報や診療情報の共有
化

2017(H29)年度
市政運営方針

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

３　安心して適切な医療が受けられるまち

総
合
計
画
と
の
関
係 （関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

平成３０年１２月末時点で　情報開示施設　４施設　参照可能施設４８施設　参照可能患者数　８１９人

取り組みの方向
8-②　地域のかかりつけ医から高度な医療を提供できる公的病院までが連携し、住み慣れた地域で必要
な医療が受けられる地域医療の充実を図るなど、市民の医療ニーズに適切に対応できる医療体制を構
築します。

平成３０年３月理事会時点で　情報開示施設　４施設　参照可能施設４４施設　参照可能患者数　458人
市立ひらかた病院での開示情報を拡大した。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

「地域医療連携システム」を運用し、市立ひらかた病院を含む病院・診療所の間で、患者情報や診療情報の共有
化する。
参照可能施設と参照可能患者数の拡大の為、開示できる情報を拡大する。

予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

○

指標の説明

地域医療機関から市立病院への患者の紹介
件数

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

10,033

指標名

12,479

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

地域医療機関から市立病院への紹
介件数

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

事業費（決算ベース）

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

R1H30

11,86210,233

H29

12,289

単位

10,700 件

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

2017(H29)年度

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 0

2019(R1)年度 0

2018(H30)年度 0

達成状況（市長公約）

関連指標
施策指標

H27

0

参照施設・参照同意患者数を増加させることが課題であり、地域の医療機関へ「地域医療連携システム」の周知
を行っていく。

課題・今後の対応

システム導入前の平成２７年度比　２０００件以上増加しており、既に目
標を達成している。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

→推進

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)



取り組みの方向
8-③　初期救急医療から高度救急医療を含む各医療機関の連携強化により救急医療体制を確保するとと
もに、応急救護体制の充実を図ります。

・休日土曜夜間急病診療（診療患者6,392人）の実施、北河内夜間救急センター（診療患者7,545人）の運営、休日
歯科急病診療（診療患者796人）への支援を行った。
・北河内二次救急医療協議会を通じた二次救急医療機関への支援を行った。
・関西医科大学附属病院への支援を行った。
・コンビニエンスストアの協力により、平成30年３月末現在、枚方市内のコンビニエンスストア84箇所にＡＥＤを設置し
ている。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

→推進予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・休日土曜夜間急病診療（診療患者5,904人）の実施、北河内夜間救急センター（診療患者7,177人）の運営、休日
歯科急病診療（診療患者789人）への支援を行った。
・北河内二次救急医療協議会を通じた二次救急医療機関への支援を行った。
・関西医科大学附属病院への支援を行った。
・コンビニエンスストアの協力により、平成31年３月末現在、枚方市内のコンビニエンスストア84箇所にＡＥＤを設置し
ている。

健康総務課事業名 64

市
長
公
約
と
の
関
係

・休日土曜夜間急病診療（診療患者6,269人）の実施、北河内夜間救急センター（診療患者7,893人）の運営、休日
歯科急病診療（診療患者803人）への支援を行った。
・北河内二次救急医療協議会を通じた二次救急医療機関への支援を行った。
・関西医科大学附属病院への支援を行った。
・コンビニエンスストアの協力により、平成28年度は、未設置であった12店舗のコンビニエンスストアにAEDを設置す
ることができた。平成29年３月末現在、枚方市内のコンビニエンスストア88箇所にＡＥＤの設置となった。

所信表明

→推進

・休日土曜夜間急病診療の実施、北河内夜間救急センターの運営、休日歯科急病診療への支援
・北河内二次救急医療協議会を通じた二次救急医療機関への支援
・関西医科大学附属病院への支援
・コンビニエンスストアの協力によるAEDの設置

2017(H29)年度
市政運営方針

○
新病院整備事業完了後には、初期救急医療体制の再構築など、市民の健康・福祉の向上につながるよ
う、現仮設駐車場の跡地活用を検討する。

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

３　安心して適切な医療が受けられるまち

総
合
計
画
と
の
関
係 （関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

８　安心して適切な医療が受けられるまち

事業概要
（目的・内容等）

救急医療体制・応急救護体制を維持するため、初期救急（北河内夜間救急センター等）から、二次救急（市立ひ
らかた病院等）、高度救急（関西医科大学附属病院）までの円滑な連携体制の確保に向けた取り組みを行う。ま
た、AEDを公共施設のほか、協力要請に応じた市内の24時間営業のコンビニエンスストアに設置するなど応急救
護体制の充実を推進する。

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 健康部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

＜初期救急＞■休日土曜夜間診療の実施：枚方市医師会に委託。診療日時は、休日および年末年始午前１０時
～正午、午後１時～午後５時、土曜夜間：午後６時～午後９時　■休日歯科急病診療への支援：運営主体である枚
方市歯科医師会に事業補助を実施。診療日時は、日曜日・祝日および年末年始（12/29～1/3）午前10時～正午、
午後1時30分～5時■北河内夜間救急センターの運営：北河内7市が共同で、協議会方式により実施。診療時間：
年中無休、午後9時～翌午前6時（小児科）
＜二次救急＞■北河内二次救急医療協議会を通じての、二次救急医療機関に対する支援：国・府・北河内7市の
共同で、北河内医療圏の二次救急医療を整備するため、38の対象医療機関に支援を実施。
＜三次救急＞■関西医科大学附属病院の高度救命救急センターへの支援：枚方市単独で補助金交付のほか、寝
屋川、交野、枚方の３市で構成する高度救命救急医療推進協議会を設置し、同病院に補助金を交付。
公共施設のほか、平成27年4月から順次、市内の24時間営業のコンビニエンスストアにAEDを設置。

救急医療体制・応急救護体制充実事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

当初目標値 達成年度

目標値(R1)

0

　初期救急（北河内夜間救急センター等）から、二次救急（市立ひらかた病院等）、三次救急（関西医科大学附属病
院）まで充実した救急医療体制を維持する。
　AEDを公共施設のほか、協力要請に応じた市内の24時間営業のコンビニエンスストアに設置、及び維持管理など
応急救護体制の充実を推進する。

課題・今後の対応

北河内7市医師会及び関係大学の協力のもと、北河内夜間救急セン
ターの適切な運営に努めた。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

→推進

当初目標値 達成年度

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 296,329 0 16,801

2019(R1)年度 0

2018(H30)年度 250,413 0 16,828 0 0 3,901 229,684

259,447 0 16,801

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

82.0 ％

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

R1H30

70.080.8

H29

80.2

単位

R1

施策指標 H28

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 3,900

事業費（決算ベース）

275,628

2017(H29)年度 0 3,900 238,746

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

指標の説明

指標名

指標の説明

○

指標の説明

入院に至った件数／夜間21～6時における北
河内夜間救急センターから二次医療機関に後
送された患者数

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

76.0

指標名

79.6

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

北河内夜間救急センターから二次医
療機関に後送した患者の入院率



取り組みの方向
8-③　初期救急医療から高度救急医療を含む各医療機関の連携強化により救急医療体制を確保すると
ともに、応急救護体制の充実を図ります。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

・移設の決定に向けて、北河内7市及び三師会等関係機関との協議を行う。予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・7月に開催した北河内夜間救急センター協議会において、北河内夜間救急センターの新医師会館への移設に
ついて承認を得た。
・市立ひらかた病院有効活用地の譲渡手続きについて、庁内関係課及び医師会とそれぞれ協議を行うとともに、3
月に市と市立ひらかた病院及び医師会の三者で確認書を取り交わした。

健康総務課事業名 65

市
長
公
約
と
の
関
係

所信表明

2017(H29)年度
市政運営方針

　

総
合
計
画
と
の
関
係 （関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

８　安心して適切な医療が受けられるまち

事業概要
（目的・内容等）

市立ひらかた病院整備事業完了後の有効活用地について、初期救急医療や大規模災害時における医療救護
活動の推進に資するため、枚方市医師会に有償譲渡する方針を平成28年度に定めた。これを受けて枚方市医
師会は、当該用地に初期救急医療の拠点を整備し、本市が委託している枚方休日急病診療所も移設される予
定としている。
　現在本市では、休日や夜間の急病に備え、北河内７市や医師会・歯科医師会・薬剤師会と連携して、枚方休
日急病診療所、北河内夜間救急センター、休日歯科急病診療所で初期救急医療体制を整備しているが、保健
センターの4階に開設している北河内夜間救急センターは、平成22年の寝屋川市からの移設時に現在の場所
に設置され、感染症の疑いのある患者の隔離スペースの確保ができない他、年末年始や連休時には患者が殺
到し待合スペースがパンクする等の様々な課題を抱えており、これらの課題解決を図ることを目的に移設に向け
た協議を進めた結果、平成30年7月の北河内夜間救急センター協議会において承認を得た。また、休日歯科急
病診療所においても、休日における医科・歯科連携の観点から、移設に向けて協議を進めており、枚方市歯科
医師会との協議が整っている。
　本市の二次救急医療機関であり、大規模災害時には災害医療センターの役割を果たす市立ひらかた病院の
隣接地に、これらの休日・夜間における初期救急医療機関を集約することにより、市民がより安心して初期救急
医療を受けることができ、災害時にも円滑に連携して対応できる本市初期救急医療体制の再構築を図る。

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 健康部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

平成30年度新規事業

初期救急医療体制再構築事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

当初目標値 達成年度

目標値(R1)

・移設に係る枚方休日急病診療所、北河内夜間救急センター、休日歯科急病診療所の設計及び費用負担等に
関する協議を進める。

課題・今後の対応

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

・移設に係る枚方休日急病診療所、北河内夜間救急センター、休日歯科急病診療所の設計及び費用負担等に
関する協議を行う。

当初目標値 達成年度

達成状況（市長公約）

関連指標
施策指標

H27

府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 0

2019(R1)年度 0

2018(H30)年度 0

0

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

―

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

R1H30H29 単位

R1

施策指標 H28

　

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28

整備事業の場合の総事業費 0

事業費（決算ベース）

2017(H29)年度

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

指標の説明

　

指標名

指標の説明

　

指標の説明

【行程管理】初期救急医療体制再構築事業
の進捗状況

指
標
の
実
績
（

評
価
）

　

指標の説明

指標名

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

初期救急医療体制再構築事業の進
捗状況



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 健康部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

・平成25年度に実施した第1回医療通訳士養成講座の修了者14人（登録者）に対して、平成26年11月～平成27年
2月にフォローアップ研修を4回実施し、医療通訳士として到達度の確認を行った。到達度を確認できた登録者6人
を対象に、平成27年2月～3月に病院実習を14回実施し、医療機関への派遣に向けて人材の育成を行った。
・平成27年6月から対象医療機関の依頼に基づき、枚方市医療通訳士を派遣した。
・枚方市医療通訳士のスキルアップ研修を実施した。
・医療通訳士の増員及び対象言語の拡大を図るため、第2回医療通訳士養成講座（対象言語：中国語、英語、韓
国・朝鮮語の3カ国語）を平成28年1月から開講し、同講座修了後の登録テストで合格した8人（中国語3人、英語4
人、韓国・朝鮮語1人）を平成28年4月に枚方市医療通訳士として登録した。
・平成30年度は、通訳士休職のため韓国・朝鮮語の派遣を休止した。

医療通訳士登録派遣事業

　

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

８　安心して適切な医療が受けられるまち

事業概要
（目的・内容等）

外国人が、安心して市内の医療機関を利用できるよう、医療通訳士の養成と、医療機関への派遣を行う。

健康総務課事業名 66

市
長
公
約
と
の
関
係

・平成28年6月から対象言語に韓国・朝鮮語を加えた。
・医療通訳士の医療機関への派遣を280件（中国語245件、英語35件）実施した。
・医療通訳士に対するスキルアップ研修（現任研修）を実施した。

所信表明

→推進

・医療通訳士の医療機関への派遣
・医療通訳士に対するスキルアップ研修の実施

2017(H29)年度
市政運営方針

○
健康医療都市ひらかたコンソーシアム連携事業として、医療通訳士登録派遣事業などを引き続き推進す
る。

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

３　安心して適切な医療が受けられるまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・医療通訳士の医療機関への派遣を538件（中国語459件、英語79件）実施した。
・医療通訳士に対するスキルアップ研修（現任研修）を実施した。
・平成30年度は、通訳士休職のため韓国・朝鮮語の派遣を休止した。

取り組みの方向 8-⑤　外国人や聴覚障害者など誰もが安心して医療を受けることができる環境整備を進めます。

・医療通訳士の医療機関への派遣を313件（中国語261件、英語52件）実施した。
・医療通訳士の増員及び対象言語の拡大を図るため、第3回医療通訳士養成講座（対象言語：中国語、英語の2
カ国語）を平成29年9月から開講し、同講座修了後の登録テストで合格した4人（中国語3人、英語1人）を平成29年
11月に枚方市医療通訳士として登録した。
・医療通訳士養成講座の一部をスキルアップ研修（現任研修）として位置づけ、現任の医療通訳士を含めた研修
を実施した。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

→推進予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

○

指標の説明

外国人住民等が市内対象医療機関を受診す
る際の医療通訳士の利用件数

指
標
の
実
績
（

評
価
）

○

指標の説明

聴覚障害者が医療機関を利用する際の手話
通訳の派遣件数

131

指標名

313

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

医療通訳士の利用件数

サービス利用者個人の都合により利用件数が増加し、前年度と比較し
108件の増となった。

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

967

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 0

事業費（決算ベース）

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

R1H30

280－

H29

538

単位

医療機関への手話通訳の派遣件数 1,007 984 件1,500

300 件

877 985

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

3,415

2017(H29)年度

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

0 0 4,451

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 3,415 0 0

2019(R1)年度 0

2018(H30)年度 4,563 0 0 0 0 0 4,563

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

4,451 0 0 0

医療通訳士の利用件数が想定以上に伸びている。これ以上利用件数が増えると、病院へ医療通訳士を派遣する
際の調整が困難となる。派遣調整の負担軽減及び事業の効率化を図るため、医療通訳士の個別派遣（現行）と、
院内常駐（新規）との併用に向け、利用の多い病院と調整を行っていく。また、医療通訳士の増員及び対象言語
の拡大に引き続き努めていく。

課題・今後の対応

目標値を大幅に超過している。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

→推進
・医療通訳士の増員及び対象言語の拡大を図るため、第4回医療通訳士養成講座を開催予定

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 長寿社会部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

医療・介護の専門職が連携する自立支援型地域ケア会議を13の日常生活圏域ごとに開催し、リハビリ
テーション専門職などを活用した市独自の生活支援サービスを実施する。

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

包括的支援事業において市全域で取り組みを推進する各種事業（権利擁護事業、包括的･継続的ケアマネジメント
事業、介護予防事業等）の取り組みを推進するため、高齢者サポートセンター専門職部会で毎年実施計画を策定
し、計画に沿った取り組みを行っている。また、医療と介護の連携体制構築のため課題を抽出し、課題解決に向け
た検討を行うため医師会・歯科医師会・薬剤師会・各種介護サービス事業所連絡会を構成団体とする地域ケア推進
実務者連絡協議会を開催している。平成27年度からは自立支援に資するケアマネジメントを目的とした地域ケア会
議である自立支援型地域ケア会議を開催している。

保健・医療・介護・福祉等連携強化事業

○

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

８　安心して適切な医療が受けられるまち

９　高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち

事業概要
（目的・内容等）

住み慣れた地域で高齢者が継続して在宅生活を送ることができる環境の整備を図るため、市全域での取り組み
と、地域での高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）を中心とした取り組みの有機的連携により、保健・
医療・介護・福祉・地域住民等の円滑な相互連携の強化を推進する。
【拡充（平成28年度当初）】
　これまで市全体で実施している自立支援型地域ケア会議（ケアマネジメントの質の向上を目的とした多職種によ
る検討会議）を13圏域ごとに開催するよう拡充する。

地域包括ケア推進課

高齢者が安心して住み慣れた地域で暮らせるよう福祉や医療、介護、予防等を一体的に提供する地域包
括ケアシステムの構築に向けた取り組みを進める。

事業名 67

市
長
公
約
と
の
関
係

・高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）の専門職部会の開催件数：計48回（全体会議：12回、主任ケア
マネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保健師部会：12回）
・地域ケア推進実務者連絡協議会の開催件数：計15回（地域ケア実務者連絡協議会：2回、作業部会　認知症初期
集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携会議作業部会：12回）
・自立支援型地域ケア会議の開催件数：33回

所信表明

→推進
・保健・医療・介護・福祉・地域住民等の連携強化に向けた取り組みの推進
【拡充（平成28年度当初）】
・自立支援型地域ケア会議を市内13圏域ごとに開催

・保健・医療・介護・福祉・地域住民等の連携強化に向けた取り組みの推進
【拡充（平成28年度当初）】
・自立支援型地域ケア会議を市内3～4ブロックごとに開催

2017(H29)年度
市政運営方針

○

○

高齢者の個々の課題解決に向けたケアマネジメントの質の向上を図るため、医療や介護の専門職などの
職員による自立支援型地域ケア会議を市内４ブロックに分けて開催し、平成29年度には福祉行政拠点を
設置している13圏域ごとの開催をめざす。

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

３　安心して適切な医療が受けられるまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）の専門職部会の開催件数：計48回（全体会議：12回、主任ケア
マネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保健師部会：12回）
・地域ケア推進実務者連絡協議会の開催件数：計15回（地域ケア実務者連絡協議会：1回、作業部会　認知症初期
集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携会議作業部会：13回）
・自立支援型地域ケア会議の開催件数：81回

取り組みの方向 8-⑥　高齢者などが住み慣れた地域で、医療・介護が一体的に受けられる体制づくりを進めます。

・高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）の専門職部会の開催件数：計48回（全体会議：12回、主任ケア
マネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保健師部会：12回）
・地域ケア推進実務者連絡協議会の開催件数：計14回（地域ケア実務者連絡協議会：1回、作業部会　認知症初期
集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携会議作業部会：12回）
・自立支援型地域ケア会議の開催件数：52回

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

→推進
・保健・医療・介護・福祉・地域住民等の連携強化に向けた取り組みの推進
【拡充（平成28年度当初）】
・自立支援型地域ケア会議を市内13圏域ごとに開催
・「枚方市在宅医療・介護連携相談窓口」の設置
・介護保険法改正による重点事業を展開するため、圏域ごとの連携事業を地域包括支援センターに委託

予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

自立支援型地域ケア会議の開催件数

指標の説明

高齢者サポートセンター（地域包括支援セン
ター）の専門職部会の開催件数

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

地域ケア推進実務者連絡協議会、作業部会の
開催件数

48

指標名

48

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

専門職部会の開催件数

①地域ケア実務者連絡協議会：1回
②作業部会　認知症初期集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携
会議作業部会：13回

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位

52

R1H29

回

H26 H27

11

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 68

事業費（決算ベース）

指標名 施策指標

平成30年度　自立支援型地域ケア会議：81回

- 12 33 52 81

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28

自立支援型地域ケア会議の開催数

指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

R1H30

4848

H29

48

単位

地域ケア推進実務者連絡協議会の開
催件数

1 15 回11

48 回

14 15

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

60

2017(H29)年度

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

0 997 885

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 309 121 60

2019(R1)年度 0

2018(H30)年度 56,749 21,849 10,924 0 13,052 10,924

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

4,534 1,768 884 0

　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が住み慣れた地域で、自ら望む暮らしを続けることができるよう、
地域における医療機関と介護サービス事業者等関係者の連携強化が必要である。
　平成30年度には、在宅医療と介護連携に関する支援業務を枚方市医師会に委託し、地域の医療・福祉・介護関
係者向けの相談窓口を新たに設置したが、今後は相談窓口の開設日時の拡充等を目指す。
　また、人生の最後を自分らしく過ごせる環境づくりに向け、医師会と連携してエンディングノートの作成・普及を引
き続き図っている。

課題・今後の対応

全体会議：12回、主任ケアマネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保
健師部会：12回　　計48回

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

→推進

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)


